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小山市教育委員会会議録 

                               （令和７年 4月定例会） 

１．会議の日時及び場所 

 日時 令和７年４月 17日（木）午後 3時００分～午後 4時４５分 

 場所 教育委員会室 

 

２．会議の組織人員 

 人数 ６人 

 

３.出席委員 

 教育長            濱 口 隆 晴 

 １ 番             岩 井 正 夫 

 ２ 番             荒 井 友 子 

 ３ 番             奥 中 栄 二 

 ４ 番             大 橋 雅 子 

 ５ 番                 高 橋 真 美 

 

4.説明のため本会議に出席した職員 

こ ど も 未 来 部 長  上 野 信 茂 

こども未 来 部 次 長  宮 田  悟 

生 涯 学 習 部 長  篠 原  正 

生 涯 学 習 部 次 長  渡 邉 正 樹 

教 育 総 務 課 長 日 高 恵 子 

こ ど も 政 策 課 長  田 中 秀 和 

こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展     

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 長  佐 久 間 弘 行 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 
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5.書記 

 教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

 教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

6．会議事項 

（１） 異動者・新任者自己紹介  

（２） 会議録署名委員の指名 

（３）報告事項 

①教育長 

②教育長職務代理者 

③事務局 

ア こども未来部部長 

イ 次長 

ウ 生涯学習部部長 

エ 次長 

オ 教育総務課 

・寄付受入れについて 

・叙位叙勲の伝達について 

カ こども政策課 

・令和７年度小山市立学校教科用図書採択日程について 

キ こども教育課 

・令和７年度小山市校長会の組織について 

ク 青少年支援課 

・小山市青少年育成指導員の退任について 

・「令和７年度いじめゼロ子どもサミット」について 

・令７年度小山市奨学金貸与者決定について 

・令和７年度おやまふるさとみらい奨学金貸与者決定について 

ケ 学校支援課 

・ 令和７年度の学校給食について 

コ 生涯学習文化課 

・中央市民会館の低濃度 PCB含有変圧器処理作業に伴う臨時休館 

・小山市社会教育委員 意見書について 

サ 車屋美術館 

・令和６年度の企画展・公募展等の開催結果及び入館者数について 

シ 文化財課 

・「新小山市立博物館整備基本計画」の策定について 
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ス 博物館 

・令和６年度の企画展・特別展開催結果及び入館者数について 

セ 生涯スポーツ課 

令和７年度プロスポーツ組織との地域支援パートナー連携協定について 

ソ 中央図書館 

・令和７年度 第１６期 「子ども司書養成セミナー」の開催について 

     ～本好き集まれ！「子ども司書」になろう～ 

 

（４） 審議事項 

（こども政策課） 

議案第 1号 小山市立学校教科用図書選定委員の選出について 

議案第 2号 建設工事請負契約の締結について 

議案第 3号 学校運営協議会委員の任命について 

（こども教育課） 

議案第 4号 令和７年度小山市特別の支援を要する幼児教育相談員の委嘱について 

議案第 5号 小山市部活動指導員の配置について 

（青少年支援課） 

議案第 6号 小山市いじめ問題専門委員会委員の委嘱について 

議案第 7号 小山市教育支援委員会委員・調査員の委嘱について 

（学校支援課） 

議案第 8号 建設工事請負契約の締結について 

議案第 9号 建設工事請負契約の締結について 

議案第 10号 建設工事請負契約の締結について 

（生涯学習文化課） 

議案第 11号 小山市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

〇日高教育総務課長 

お時間となりましたのでただいまより令和７年４月定例教育委員会を始めさせていただき

ます。まず初めに今年度初めての会議となりますので異動者、初任者の自己紹介をさせていた

だきたいと思います。 

まず最初に事務局から教育委員のご紹介させていただければと思いますので、よろしくお願

いいたします。 岩井正夫委員です。 

〇岩井委員 

皆さんこんにちは。今日から席が替わって。教育委員の第２期目なっております。２期目３年

目に入ります岩井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 
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続きまして荒井友子委員です。 

〇荒井委員 

皆さんこんにちは。私も２期目になりまして。５年目かな。どうぞよろしくお願いします。 

〇日高教育総務課長 

 続いて奥中栄二委員です。 

〇奥中委員 

奥中です。私も２期目です。まだぴったり４年で。先輩方の後を、静かに着いて行っています。 

〇日高教育総務課長 

続きまして大橋雅子委員です。 

〇大橋委員 

みなさんこんにちは。奥中委員と干支は同じですけど、年は違います。同じ干支なのびっく

りしちゃったんですけども、一期の４年目に入ります。９月いっぱいで丸一期が終わるというと

ころなんですけど。なんとなくこう見慣れたお顔が揃っておりますので、逆に緊張します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、高橋真美委員です 

〇高橋委員 

高橋です。昨年度から昨年から務めさせていただいていまして。まだまだ勉強不足だなと思

うことがたくさんある１年でしたので、また今年も精進します。よろしくお願いします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして各部の方から自己紹介をお願いします。こども未来部長よりお願いします。 

〇上野こども未来部長 

改めましてこども未来部長を仰せつかりました上野でございます。教育委員会通算 16年目

となります。よろしくお願いします。 

〇宮田こども未来部次長 

こども未来部次長の宮田と申します。よろしくお願いします。教育委員会は初めてでござい

ますが、いろいろとご指導いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

〇田中こども政策課長 

こども政策課課長の田中と申します。よろしくお願いします。 

〇佐山こども教育課長 

こども教育課長の佐山と申します。よろしくお願いいたします。 

〇和久教育研究所長 

失礼いたします。教育研究所長を拝命しました和久真と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

〇井口青少年支援課長 

青少年支援課の井口信行と申します。どうぞよろしくお願いします。 
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〇桜井子育て家庭支援課長 

お世話になります。子育て家庭支援課長の桜井と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

〇中林保育課長 

保育課長を務めさせていただきます。中林健一と申します。よろしくお願いいたします。 

〇酒寄学校支援課長 

学校支援課長の酒寄広子と申します。よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして生涯学習部長からお願いします 

〇篠原生涯学習部長 

生涯学習部長の篠原正です。よろしくお願いいたします。 

〇渡邉生涯学習部次長 

生涯学習部次長の渡邉正樹です。引き続きよろしくお願いいたします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。２年ぶりに戻ってまいりました生涯学習文化課長の望月秀展と申します。よろしくお

願いします。 

〇星場文化財課長 

はじめまして文化財課長の星場崇徳と申します。よろしくお願いいたします。 

〇佐久間博物館長 

昨年に引き続き博物館長の佐久間弘行でございます。よろしくお願いします。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

今年度から担当します生涯スポーツ課の篠崎武と申します。よろしくお願いします。 

〇江藤中央図書館長 

中央図書館長の江藤和枝と申しますよろしくお願いします 

〇日高教育総務課長 

ありがとうございました。部には属しませんが教育総務課の課長ということで、課長となり

ました日高恵子と申します。よろしくお願いいたします。事務局の紹介もさせていただければ

と思います。 

〇前田教育総務係長 

教育総務課教育総務係長となりました前田千穂と申します。よろしくお願いします。 

〇田崎教育総務係主査 

同じく教育総務課教育総務係の田崎と申します。よろしくお願いします。 

〇日高教育教務課長 

よろしくお願いいたします。それでは議事に入りたいと思います。教育長よろしくお願いしま

す。 

〇濱口教育長 
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はい。今日の会議ですが議事録の署名を大橋委員にお願いしたいと思いますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

それではですね普通の議事に入る前に、秘密会議として議案第１号、小山市立学校教科用図

書選定委員の選出について審議に入ります。選定委員については、小山市立学校教科用図書

選定委員会細則第５条により、情報公開については、すべての採択事務が完了後、求めに応じ

て公開することができる」となっております。小山市教育委員会会議規則１５条に基づき、秘密

会という形をとらせていただいてよろしいかお諮りいたします。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

 それでは、秘密会議といたしまして審議事項の議案第 1号ですね。このことについて、審議

を進めたいと思いますのでよろしくお願いいたします。傍聴者の方には、委員選出の間、退席

願います。 

こども政策課の方からお願いします。 

        〔秘 密 会〕 

〇濱口教育長 

それでは以上で議案第１号終わりということで、通常の報告事項に入ります。 

それではまず、私から報告事項ということで、教育委員の皆様のお手元にですね、実は昨日

あったんですけども。県の教育委員会と教育長も話し合う会議がありまして。県の教育委員会

の新しい教育長であります中村千浩先生ですか。高校の先生だったんですが中村千浩教育長

から、１１点にわたる主な県の教育委員会の政策についての説明がございました。全部一々で

すね細かくはお話できないんですけどもやはり１１点といいますと非常に細かい問題それだけ

たくさんの課題が今、教育界にはあるんだということを改めてこう感じた次第です。いくつか

例を挙げますと、ここでも何回も話題になりましたけれども、不登校への対応ですね。不登校

増加という問題に対してどのような対策を講じていくかというのが県としても大きな課題で

あると。たくさんの人たちが連携をして、何とか子供たちの不登校に対して対応できるように

していこうというような話ですね。それから県立の夜間中学校についても、とちぎ学びの夢学

園ということで、令和８年度からの開校を目指して今準備をしておりますけれども、今年度は

ですね。令和７年度は、有識者によりまして、教育課程についての検討会。どんな内容で教えて

いくかというようなことですね。それから、校紀をどうするか。それから、その他いろいろ開校

に当たって準備をしなければいけないことについて、検討していくと同時に、保護者対象の説

明会、あるいは希望者対象の説明会を開催して、周知していくというような 1 年になるようで

すね。そんな話がありました。 

それから、あと学校給食の無償化についてもですね、国の方でもいろんな検討していますけ

れど。これは県の教育委員会だけではできないことなので、県の総合政策部というところと協
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議をしながら、そして各市町が現時点でですね給食の補助をどんなふうにしているかもいろん

な差があるわけですよね。 

そういうものも比較検討しながら、進めていこうと、令和８年度から、小学校を皮切りに、無

償化に進めるようにしていくというような方針だそうです。そんなことを説明がありまして、小

山市としても県内で給食費が最も安い市でありまして、非常に補助をたくさん出しているんで

すけども。令和８年度来年度から無償化への歩みが始まるというふうに、考えていただいてい

いかと思います正式な発表ではありませんけれども、このあといろんな協議をしながら令和８

年度からやる意向だというお話でありました。 

その他いろいろありましたけれども、全部お話することができませんけれども、新しい中村

県教育長は非常に学校の課題をですね、真剣にとらえていただいて。地域の市町のですね、意

見を十分取り入れていきますというようなこともおっしゃっておりました。 

私の方からは報告事項としては以上となります。 

それでは、職務代理者として岩井委員の方からお願いします。 

〇岩井委員 

私の方はお礼なのですが、先週行われました校長会の席にですね、我々教育委員も招待い

ただきありがとうござました。なかなかコロナの間はこういった歓送迎会があまりなかったん

ですけど本当にコロナが明けまして、ああいった機会で本当に校長先生の長い間のご尽力に

謝意を、感謝の言葉を述べるとともにですね、またああいう席でざっくばらんに今の現状等に

ついて話ができる機会は本当に貴重な機会であると思いますので、本当にそういう機会も与

えていただきましてありがとうございましたというお礼だけで終わります。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。続きまして事務局へ入ります。 

まずこども未来部部長お願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。改めましてよろしくお願いいたします。委員の皆様方に令和７年度教育委員会組織図

という A３の資料がございます。こちらをもとに組織関係について、ご紹介させていただけれ

ばと思います。新年度に新たに組織立てされましたこども未来部でございますが、小山市では、

県内の１４市で初めてのものとなる教育行政と子ども子育て行政の一本化をしました。これは

こども家庭庁が打ち出しております、こどもまんなか社会、こちらの実現のため妊娠出産期か

ら青年期まで子ども子育ての切れ目ない支援を行うことを狙いとしているところでございま

す。 

本日の資料の組織図のとおりとなりますが、こども未来部は１部６課体制となりました。 

それで各課の詳細を順次説明させていただきますが、時間の関係上、主な業務内容と経緯を

かいつまんで説明させていただきます。部長の方と本日は宮田次長にも出席していただいて

おりますが、部内掌握と補佐のため、次長職が配置されているところでございます。生涯学習

部も同様でございます。 
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組織図左からこども政策課については子ども企画係、教育政策係、学校適正配置推進係、放

課後居場所室、放課後こども係、学童保育係の１課１室５係体制であり、保健福祉部から教育委

員会事務局幹事課として位置づけされ、こども政策のほか、従来、教育総務課で所管しており

ました。小中一貫教育や、学校適正配置などを所管しております。 

次にこども教育課は管理係、教育指導係、保育指導係、教育研究所の１課１所４係体制であり、

従来の学校教育課で所管しておりました教職員の服務、管理、人事や教育研究所の業務のほ

か、学校図書館支援、学校・幼稚園・保育所の指導、保育所の給食、保育指針および幼保連携な

どの所管しております。 

次に、青少年支援課は青少年支援係、青少年育成支援センター、いじめ対策不登校支援室、

児童生徒指導係の１課１センター1室２係体制であり、主に従来の学校教育課で所管しておりま

した児童生徒指導、不登校対策、学籍、学校保健業務と青少年の支援と相談などを所管してお

ります。以上、こども政策課、こども教育課、青少年支援課の３課は、庁舎５階のフロアに配置

されております。 

次に、子育て家庭支援課は子育て家庭支援係こども家庭センターこども家庭相談係、母子健

康係の１課１センター３係体制であり、保健福祉部から教育委員会事務局として位置づけされ、

主に児童虐待防止。子育て、教育全般の総合相談をし、保健などを所管しております。 

次に保育課はこども給付係、幼保係、保育施設係の１課３係体制であり、全８ヶ所の公立保育

所を所管しており保健福祉部から教育委員会事務局として位置づけされ、主に児童手当、児童

扶養手当保育施設等の入所や整備などを所管しております。 

次に学校支援課は学校支援係、食育推進係の１課２係体制であり、従来の教育総務課の学校

支援係と学校教育課の食育推進係を統合し、新たに組織立てされ、学校施設の整備や点検、各

学校の予算管理、通学道路の安全確保、学校給食の管理運営などを所管しております。 

以上、子育て家庭支援課、保育課学校支援課の３課は、庁舎３階のフロアに配置されておりま

す。 

ご案内のとおり推し進める事業は多数ございますが、部内意思統一して進めてまいりたい

と考えているところでございます。なにぶん初めての試みの事業が多数ございますので、委員

皆様方には、今回の組織改編会見の趣旨をご理解いただき、特段のご配慮のほど何卒よろし

くお願い申し上げます。以上でございます。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。続きまして、それでは次長お願いします。 

〇宮田こども未来部次長 

私の方から報告はございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは続きまして生涯学習部長お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 
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はい。それでは改めまして生涯学習部長篠原です。よろしくお願いいたします。私の方も簡

単に部の説明させていただきたいと思いますけれども、生涯学習部は歴史文化芸術スポーツ

将来にわたり学びと活動の好循環を生み出していくことで、本年度新設されております。先ほ

どもありましたこちらの組織図に従いまして主な取り組みなどを説明したいと思います。 

一番左が生涯学習文化課ということで、中には生涯学習係、文化振興係、生涯学習センター、

それと公民館、車屋美術館っていうような組織となっており本年度中高生の居場所ということ

で、生涯学習センターで仮称居場所センター事業そういったものも始めます。文化財課の方は

文化財係、歴史発信係、それと博物館ということになっており文化財課の方で引き続きなので

すが、国史跡の琵琶塚の古墳整備事業、それの再開に向けまして、様々な検証をやりながらで

すね進めていきたいというふうに思っております。博物館の方は現在新博物館と間々田のじ

ゃがまいた伝承館の複合施設を整備するということで現在進めております。これもかなり、ＰＦ

Ｉで進めていくことで大きな事業となっておりますので、こちらの方進めてまいります。生涯ス

ポーツ課の方は、今年度は弓道場、スケートボード場、サッカー場こういったやっぱり市民から

従来通り要望のある事業の整理などを進めてまいります。中央図書館の方はですね、お陰様で

昨年度末ですね、前回の照明の LＥＤ化が完了いたしまして、ぜひもう行かれたと思うのです

けど行っていただくと前の図書館と本当に変わって明るくなりまして、すごく素晴らしい建物

になりましたので、ぜひ行っていただければと思います。 

 生涯学習文化と文化財課ですねフロアはこども未来部の隣、５階のスペースにございます。生

涯スポーツ課の方は県南体育館、中央図書館は中央図書館ということでなっております。まず、

初めての部になるんですけれども、小山市の歴史文化、スポーツ、そういったことをですね、未

来に繋げていこうということで、生涯学習部全体という新体制ということで進めてまいります

ので、ぜひ教育委員様のご協力を今年度もよろしくお願いいたします。 

 以上、ご挨拶とさせていただきます。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは次長お願いします。 

〇渡邉生涯文化部次長 

はい。私の方からございません。 

〇濱口教育長 

はい。それではですね今報告事項のところが一段落したところなのですが、各部の、各課か

らの報告事項に入る前に、ここまでで委員の皆様から質問ご意見等ありましたら、お願いいた

します。はい。新井委員お願いします。 

〇荒井委員 

はいすいません。確認なのですけれども、スクールソーシャルワーカーさんは、どこにおいで

か教えていただきたいです。 

〇井口青少年支援課長 

はい。青少年支援課となります。 
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〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがですか。 

〇奥中委員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。奥中委員。 

〇奥中委員 

先ほど教育長さんの方から話があった県の教育長関係の話をします。高校の教員だったの

で私も一緒にいました。ちょうど私が現役で佐高にいたとき、中高一貫が完成したのですが。

その時の委員で来てたんですよ。ですから、中高一貫のことはよく知っているので、今度は小

山高校がそういうふうになるので。多分いろいろ力になってくるのじゃないかなと思いますの

で、こちらの教育委員会も、言うことはきちんと言って取り上げてくれることも多いと思いま

す。現場は真岡女子高にいたりですね。だから今の学校教育課長に戻ったり次長をやったり。

教育長になる前は、図書館に図書館長でいましたので、いろいろな分野を知っていると思いま

すから。先ほどの教育長さんのお話だよね。いろいろなものを聞いてもらえる可能性がありま

すから。そういうことも頭に入れながら今後対応できるといいと思います。 

〇濱口教育長 

 はい。ありがとうございました。お手元にですね。魅力と活力ある県立高校を目指している

という高校再編計画の第三期になるのですが、その資料がいっているかと思います。これも昨

日実は配られた資料でして。今、奥中委員からお話がありましたように、私たちは小中一貫校

という名前に慣れているもんで。中高一貫校という言い方をしていましたけども、このパンフ

レットとか見るともう明らかに中等教育学校っていうふうに県は、的を定めてですね、中等教

育学校というふうな形で進めていくようですね。だから、小学校四年生の子たちが中学校入る

ときからいよいよ入学が始まるわけですけども、中等教育学校というふうに覚えておいた方

がいいかもしれませんね。微妙な差があるんですけど、中等教育学校であるということで、こ

れ。地元ですのでぜひ理解をしていきたいと思います。他にご質問、意見等ありましたらお願

いします。はい。大橋委員。 

〇大橋委員 

新しい組織の発足前に子育て家庭支援課にいましたので。気になるというか、うまく回ると

いいなというふうに思っているのが子育ての方ではなく、保育課とこども教育課の中に保育

指導係という、すいません、係の名称からいくと、従来保育課にあった係かなっていうふうに

思うのですけど同じ教育委員会の中で同じ部ではあるのですけど。前提の部分なのですが、ま

だちょっと２週間ちょっとしかたっていませんので、職員の動きとかあとは保育所の入所とか

いろんな形で結構４月バタバタかなって想像できますよね。隣にいましたもので。ですのでそ

のあたりがうまく回るといいなと思ったのですが、なんとなくどんな感じかだけ伺ってもよろ

しいですか。 
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〇濱口教育長 

どうですか。お願いします。 

〇中林保育課長 

私の方からお答えさせていただきます。本当に始まってまだ２週間というところから状況を

つかみながら一つ一つの事柄に対してどういった方法でアプローチしていくのが今回の改編

の意義に沿った形での対応になるのかというのを考えながらやっているところであります。私

ども、入所に関しましても保護者様、それから受入れてくださる施設の方とも関係もあります

ので、そういったところにまだ馴染みいただいてない部分があるかと思いますのでそういった

ところを丁寧に施設の方々および利用者の方に伝えていきながら、うまく円滑に進むように

連携できるように伝えるというふうに考えております。特に今、問題となっているというとこ

ろはございません。 

〇佐山こども教育課長 

こども教育課としましても保育指導係を併任するってことで幼保と学校教育の連携という

ところを軸にしながらでございますが、密に３階と５階を行ったり来たりしながら連携をしな

がらですとか、あと今はロゴチャットだったりっていうふうに連絡するツールがずいぶん便利

になっておりますので、できるだけのオンタイムで対応ができるようにということで係長と保

育課の課長だったり係だったりを連携するということについて話し合いをしながらとか、幼児

施設については一緒にご挨拶に回ったりとかいうことで今進めています。 

〇大橋委員 

大変だと思いますけど応援しております。 

〇濱口教育長 

はいほかにいかがでしょうか。よろしいですか。はいそれでは先へ進めたいと思います。そ

れでは報告事項に戻りまして教育総務課、お願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課からですが、報告事項に入る前にですね、今組織の話がありましたけれど

も、教育総務課につきましては組織図の一番左に記載してある内容になります。主な業務は、

教育長の秘書的業務や定例教育委員会、寄付や後援などを行ってまいりますのでどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 さっそく、寄付の報告に入らせていただきます。１ページをご覧ください。寄付受け入れ報告

になります。まず１行目、城西観光株式会社様より交通安全 PR 用ののぼりを１００本頂きまし

た。２行目、３行目になりますが小山地区交通安全協会よりランドセルカバー１４６４枚と交通

安全の小冊子１４６４冊を頂きました。続きまして４行目、網戸小学校に現金合計１５６万４００

０円を頂きました。５行目、中央図書館に記載の方から１冊の図書を頂いております。続きまし

て２ページをご覧ください。叙位叙勲の伝達についてです。全部で４件ございました。死亡叙

位１件、高齢者叙勲１件、死亡叙位叙勲２件、伝達してまいりました。詳しい内容は記載のとおり

です。教育総務課からは以上となります。 
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〇濱口教育長 

はい。続きまして、こども政策課お願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい。こども政策課の方からは、令和７年度小山市立学校教科用図書採択日程についてご

説明いたします。資料の方は４ページをご覧ください。今年度は、令和８年度に特別支援学級

において使用する学校教育法附則第９条の規定による教科書用図書の採択の年度になります。

次の５ページをお開きください。選定委員会については例年通り、調査員会については特別支

援部会を組織いたします。そこで、本日の委員の選出についてご推薦いただいたので５月２９

日木曜日第１回選定委員会、６月３０日月曜日に第２回選定委員会、７月１１日木曜日に第３回

選定委員会を開催します。その間、選定委員会の諮問機関として、教科書の調査研究を行う調

査委員会を６月に３回開催します。調査員会はすべての調査結果を選定委員会に報告し、それ

を受けて選定委員会において教科書を選定します。さらに７月２３日水曜日の定例教育委員会

において、選定委員長より選定結果と選定理由を報告していただき、最終的に教育委員会で

その回答について審議を終えるという流れです。以上で、採択日程の説明を終わります。よろ

しくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、こども教育課お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

こども教育課からは、令和７年度小山市校長会の組織についてご報告させていただきます。

資料は６ページからになります。運営方針もありまして、資料の方１１ページをご覧ください。

今年度の小山市校長会の部会の組織図となっております。大きく校長会長さんが小山第一小

学校長、小学校部会及び校長会全体の副会長となるのが乙女小学校長、中学校部会の会長及

び全体の副会長２人目となりますが小山中学校長となります。以下ご覧の組織となっておりま

して、専門部会等細かい組織については後程ご覧いただければと思います。以上でございます。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは青少年支援課お願いします。 

〇井口青少年支援課長 

はい。青少年支援課からは、４点報告させていただきます。資料の１６ページからとなります。

まず１点目、小山市青少年育成指導員の退任についてです。令和６年度に７０名に委嘱し、任期

は継続中ですが、令和６年度に２名の退任がありましたので報告させていただきます。つづき

まして、２点目１８ページとなります。令和７年度いじめゼロ子どもサミットについてです。いじ

め撲滅を目指すため、平成２５年度より開催しています令和７年度のテーマは「誰もが自分らし

く安心して生活できる学校を目指して～「いじり」について考えてみよう～」と設定しています。

５月８日に実行委員会を行います。そして５月２７日にいじめゼロ子どもサミットを行います。

続きまして、資料１９ページ、令和７年度小山市奨学金貸与者決定についてです。高校生には月

額１万円、専門学校生・能開大学校大学生には月額２万５０００円となっています。６名決定した
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ため報告させていただきます。４点目、２２ページです。令和７年度おやまふるさとみらい奨学

金貸与者決定についてです。４番の備考の欄ですが、本奨学生は、小山市民の被扶養者で、大

学等に在学又は入学見込みのものを対象に、卒業後一定期間小山市に定住することを要件と

して貸与するものです。居住要件を満たせば、返還を全部または一部免除するものとなってお

ります。5名を決定いたしました。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。続いて、学校支援課お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

はい。学校支援課からは、令和７年度の学校給食についてご報告させていただきます。２５

ページをご覧ください。１学校給食費と保護者負担につきましては、平成１１年度から据え置き

をしておりまして、小学校及び義務教育学校前期が年間で４６２００円で１食あたりで 235 円

くらい、中学校及び義務教育学校後期が年間で５０６００円、１食あたりで 260 円くらいでご

ざいます。給食の質と量を落とすことがないように、地場農畜産物の購入費や物価上昇分につ

きまして、市の補助を増額して実施してまいります。続きまして、２６ページをご覧ください。２

点ほど申し上げます。まず、３の食物アレルギー対応ですが、学校給食における食物アレルギー

対応指針に示された原則にのっとった対応で進めてまいります。続きまして、４のオーガニック

給食ですが、今年度、お米はふゆみずたんぼ米を７回、有機栽培米を４３回使用する予定で、給

食で使用するお米の約３０％に相当する見込みです。また、今年度は６月に有機野菜を導入し、

食農教育の推進に取り組んでまいります。参考としまして、令和７年度の学校給食献立作成基

本方針を添付しております。内容は、昨年度と変更はございません。こちらの基本方針に基づ

きまして、献立作成を行っておりまして、栄養バランスに配慮し、安心安全な給食の提供に努

めております。以上になります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。続いて、生涯学習文化課お願いします。 

〇望月生涯文化課長 

はい。生涯学習文化課です。よろしくお願いします。２８ページをご覧ください。中央市民会

館の低濃度ＰCＢ含有変圧器処理作業に伴う臨時休館についてです。こちらの中央市民会館、

文化センター地下にございます変圧器は、低濃度のＰＣＢが確認されまして、法律により来年

度中に処理することとなっています。処理の作業につきましては、３番にございます、８月１日

から 16 日までの約 2 週間で予定しておりまして、この期間は全館停電となりますので、臨時

休館とさせていただきたいと思っています。利用者の周知につきましては、１年前から予約が

できますので、その１か月前の今年の７月から周知をさせていただく予定となってございます。

庁内につきましては、すでに検討・調整を依頼しております。ご覧のようなスケジュールとなっ

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

続きまして、小山市社会教育委員意見書についてです。資料の方は３０ページとなります。小

山市社会教育委員の会議は、教育委員会に対して、社会教育に関する助言をすることを目的
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として設置されております。令和５年度・６年度は「小山市における障がい者の生涯学習推進」

をテーマとし、全９回２年間にわたり、積極的な意見交換がなされました。３月１９日に小山市

教育委員会教育長に意見書として提出が別紙の通りされましたので、ここにご報告させてい

ただきます。3１ページからに意見書がございます。そして、３３ページの中の意見書の中に、

「小山市における障がい者本人や家族等の、生涯学習に関するニーズや、学びの機会の現状・

実態を、調査を通して把握し、障害の有無にかかわらず共に学ぶことのできる生涯学習環境の

整備に努めていく」ことを期待し、意見書として提出しますという内容です。よろしくお願いし

ます。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、車屋美術館です。 

〇望月生涯文化課長 

続けて私の方から説明させていただきます。６６ページをお願いします。令和６年度の企画

展・公募展等の開催結果及び入館者数についてです。令和６年度の企画展・公募展の開催は全

６回ございましてご覧の通りの結果となっております。こちらにつきましては、コロナ明けから

令和４年度から徐々に上昇となっていたのですが、昨年は少し若干下がり気味となっておりま

す。また今年度につきましては、ここに記載はございませんが、多彩な企画を検討しております

ので、是非よろしくお願いします。以上でございます。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、文化財課です。 

〇星場文化財課長 

文化財でございます。文化財課は、新小山市立博物館整備基本計画の策定についてでござ

います。６８ページをご覧いただければと思います。新小山市立博物館整備基本計画につきま

しては、市民アンケートやパブリックアンケートを実施の上、外部有識者で構成される懇話会で

検討を行った結果、令和7年度3月に策定となりました。内容につきまして簡単でございます

が説明させていただきます。次のページをご覧いただければと思います。本計画は 1章から6

章までの 6章だてとなっております。1章基本計画の背景と目的をご覧ください。新博物館の

目指すべき姿としまして、ふるさと小山のつながりを受け継ぎ、未来へのつながりを育むとす

るほか、新博物館の４つの役割や、令和 6 年に実施しました新博物館整備に関するアンケート

と、令和６年 5月策定の基本構想の内容を踏まえまして、基本計画の方向性を整理しておりま

す。続いて第２章活動計画につきましては、新博物館における６つの活動、収集保存活動、調査

研究活動、展示発信活動、教育普及活動、他機関連携活動、体験交流活動の方向性を設定して

います。２ページ目をご覧いただければと思います。２ページから４ページに示す第３章展示計

画では、展示テーマ「川と大地とわたし」に基づき、目指す展示の姿、展示体験の考え方等を記

載しています。考古・歴史・民族・自然の４分野を展示する常設展示室や年３回の企画展を通し

て小山の魅力を発信していくと共に、多くの市民や観光客の方にも新博物館をきっかけに小

山市内の他施設や文化財に興味を持っていただけるように各種情報発信にも力を入れてまい
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ります。５ページをご覧いただければと思います。第４章施設計画につきましては、整備予定地、

諸室の構成図、諸室の要件を整理しています。整備予定地については間々田中学校と間々田

八幡宮に近傍する土地を予定しています。こちらの整備予定地につきましては、令和６年度末

の市議会で公有財産の取得が既決され土地の取得が完了しております。第５章、管理運営計画

につきましては、新博物館の管理運営の基本方針や業務について記載されています。また概

要版の２点目に記載しておりますとおり、新博物館では全国の博物館から国指定重要文化財

等を借用し、質の高い企画展の開催を目指しております。続きまして、第６章、開館に向けてで

は、今後の整備スケジュールを記載しております。現博物館につきましては、学校対応・常設展

示を継続する部分会館により営業を継続しながら新博物館の開館準備を並行して実施してい

く予定となっております。事業方式は、従来方式と PFI 方式の２種類を挙げていますが、令和

６年度に実施しました民間活力導入可能性調査により、PFI方式の方が従来の方式よりも4％

から１０％程度の事業費削減の効果が見込めるとの結果がでています。この結果を受けまして、

本事業ではＰＦＩ方式による事業実施を想定しています。令和７年度から実施方針案ですとか、

要求水準書案の策定等、PFI 法に基づいた手続きの準備に入りまして、今後 PFI 事業方式の

選定、令和８年度までに契約締結、令和９年度以降には設計・工事と進んでまいりたいと思い

ます。説明は以上となります。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。つづきまして、博物館お願いします。 

〇佐久間博物館長 

はい。博物館です。８０ページをご覧ください。令和６年度の企画展・特別展開催結果及び入

館者数についてです。２番にございますように(1)から（３）の企画展・特別展を開催いたしまし

た。３番にあります、それらを含めた年間の入館者数は２３７２７名でございました。令和５年度

に比べて、だいぶ下がってしまいましたけれども、令和５年度は甲冑展・昆虫展等人気のある

展示会を催しておりましたが、令和６年度はそういった趣旨の展示がなかったため入館者数が

減少したと思われます。以上になります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。つづきまして、生涯スポーツ課お願いします。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

はい。生涯スポーツ課です。よろしくお願いします。８１ページをご覧ください。令和７年度プ

ロスポーツ組織との地域支援パートナー連携協定についてです。小山市では２の趣旨の通り、

前年度から引き続きまして今年度もプロスポーツ団体と協定を提携いたしまして、スポーツ振

興をはじめ、地域貢献活動による地域の活性化を図ろうとするものでございます。３の連携協

定締結組織につきましては、栃木県民球団（栃木ゴールデンブレーブス）、栃木サッカークラブ

（栃木ＳＣ）、サイクルスポーツマネジメント株式会社（宇都宮ブリッツェン）で、４の主な連携事

業の内容とついて、栃木ゴールデンブレーブス、栃木ＳＣにつきましては、市民の方に無料で観

戦していただける小山市民デーを設けております。栃木ＳＣに関しては、５月６日開催のため、
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すでに各学校にはご案内を送付いたしまして生徒の皆さんに周知をお願いしています。栃木

ゴールデンブレーブスにつきましては、８月開催予定のため、後ほどご案内の方をさせていた

だきたいと思います。そのほか、試合会場での自治体名の掲示や地域貢献活動といたしまして、

サイクルフェスタ等のイベントの運営協力や各スポーツ教室などでの活動を行っていきます。

82、８３ページにつきましては６日の内容を別紙にてご案内となります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは中央図書館お願いします。 

〇江藤中央図書館長 

はい。８４ページをご覧ください。中央図書館からは、令和７年度第１６期「子ども司書養成セ

ミナー」の開催についてご報告させていただきます。子どものころから本に親しみ読書の習慣

を身につけることは、大きな心の財産となります。子ども司書養成セミナーでは、中央図書館

の司書が講師となり、図書や読書に対する様々な体験を通しながら、こども司書を養成し、読

書活動推進の担い手の輪を広げるものです。日程・内容につきましては、次のページとチラシ

をご覧ください。令和７年５月から９月までの日曜日、月２回程度、全８回実施いたします。対

象は市内在住の小学校及び義務教育学校５・６年生、定員は１６人です。５月１１日まで申し込み

を受付しておりますので、身近に本好きの児童がいましたらぜひご紹介いただけると幸いです。

認定後は中央図書館において、おすすめの本の紹介やおはなし会の実施など、子ども司書とし

ての活動していただいております。以上よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それではですね、以上で各課よりの報告事項が終わったわ

けですが、委員の皆様から何か質問ご意見等ございましたらどの課でも結構ですのでお願い

いたします。はい、奥中委員。 

〇奥中委員 

奨学金のことについて伺いたいと思います。奨学金の受けられる人数がありましたけど、前

の年より増えていると思っているのですが、こういう物価高になってくると経済的に大変な家

庭が増えてくると思います。そうすると、自動的に奨学金の希望者が増える傾向にあると思う

のですが、この点についてどのように捉えているのか。今後の見通しがあれば伺いたいと思い

ます。関連して給食の方についても、先ほど教育長さんからもありました、小山市が低い給食

費でやっているため大変苦労なさっていると思います。今ご承知のとおり、お米がかなり値上

がりしています。ふゆみずたんぼの収穫について農業の人に話を聞くと、収量が多くないとい

う話をききます。そうするとおのずと値段が高くなってくるため、今のお米の値段高騰と相ま

って、給食でお米を出すのは大変なのかなという風に思います。オーガニックを大切にするこ

とはいいことですが、補助がたいへんなのかなと。そこら辺の事情が分かれば教えていただき

たいと思います。 

〇濱口教育長 
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はい。ありがとうございました。奥中委員の質問は大きく２つあったかと思いますので、まず

は１つ目の奨学金の受給者について係の方からお願いします。 

〇井口青少年支援課長 

はい。青少年支援課となります、今年度から青少年支援課の方で受けている事業となります。

人数の方なのですが、増えている傾向となっています。そして、今年度は小山市奨学金が６名、

小山ふるさとみらいの方が５名となっておりますが、希望された方全員の方をお受けしている

という状況となっております。志望の申請書等をみておりますと、経済的なこと又は学びたい

という思いが切実に伝わってきます。ぜひこういったところに力を注ぎまして、市の方として

も、寄り添っていきたいと考えているところなのですが、ただその一方で、貸与したものの返

還について滞ってしまうという課題もありますので、それにつきましても、今年度課題として

対応してまいります。お願いします。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。この件については、よろしいですか。 

〇奥中委員 

返還も小山市だけではなく、国の状況も返還が滞る傾向がありますよね。だから、どうやっ

たらいいかはなかなか難しいが、状況をよく把握していただいて、異論がないように進めてく

ださい。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは２点目ですね、給食費の無償化についてです。お願

いします。 

〇酒寄学校支援課長 

はい。学校支援課です。給食費についてなのですが、奥中委員がおっしゃるように、物価が

上昇しておりまして、その点について、国の方の補助がございますのでそれを利用して質と量

を落とさないようなものを児童生徒の方に提供できるようにしてまいります。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。よろしいですか。 

〇奥中委員 

今のところは、この状況で大丈夫ということですか。 

〇酒寄学校支援課長 

今のところは大丈夫です。 

〇濱口教育長 

ほかにいかがでしょうか。はい、高橋委員。 

〇高橋委員 

はい。学校給食のことで奥中先生と関連してなのですけれど、今、ちょうど保護者の方で給

食の無償化と地場産や有機食材を使ってほしいという署名活動が起こっていまして、それを県

知事に届けるという活動をされている方がいます。今ちょうどタイムリーで無償化の話を聞け
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たのでよかったと思うのですが、前回の定例会だったと思うのですが、給食費を払えない・払

わない保護者の方もいて、そこからどう徴収するかという話もあったので、財政的には厳しか

ったりするのかなと思うところがあるので、無償化も保護者としてもちろんうれしいのですが、

その裏でこういったことで努力してくださる方がいることや、農業でも収量が少ない中、売上

とか考えながら頑張っていただいている農家の方がいらっしゃったりとか、そういうところを

保護者や生徒たちに伝わるようにしていただけるといいのかなと。ただだからと言って意識

が下がることはもったいないことだと思うので。あと、オーガニック給食に関連して、市の農政

課の方とお話しする機会があって、有機米を買い上げていただいたり努力されているので、そ

ういう他の課とも教育委員会で連携して給食をよりよくしていただければと思います。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。よろしいですか。 

〇上野こども未来部長 

高橋委員がおっしゃるように有機農作物、今これ注目されて市の方の取り組みもどう進んで

いくかについていろいろ検討しているところでございます。来月５月に韓国に行くのですが、

湿地教育と有機農作物ということで学校給食担当も現地の方に勉強しに行くというように予

定しているところでございます。今のところ生産者数が少ないとか、物量が圧倒的に足りない

とかいろいろな問題がありますが、世の流れがだんだんそっちにいっているのではないかなと

感じるところでございます。いろいろ勉強して進めていければと思っています。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは今のでよろしいですか。ではほかに質疑・ご意見等

がありましたらお願いします。はい、荒井委員お願いします。 

〇荒井委員 

新小山市立博物館整備基本計画。実際に何年か後には開館されるということで新しい分野

としてのこの自然分野というものが設けられるということになっていますが、パブリックコメ

ントの中にも新しい分野の学芸員の確保というのが大事ということで、それに向けての回答も

していると思うのですが、実際、自然分野の学芸員さんというのは現状としては他の分野の学

芸員さんに比べて人数的には相対的にどうなのでしょうか。その辺はお分かりになりますか。

確保が難しいのかどうか。 

〇佐久間博物館長 

博物館がお答えさせていただきます。現状では、中学校から出向していただいていている理

科の先生が自然分野に対応していただいております。それから社会教育指導員としていらっし

ゃっております青木先生、こちらの方も理科研究会で長らく活動されていまして、このお二方

がらみというところではございますが、やはり学芸員ではございませんので、今後採用に関し

ては課題かなと思っております。採用については努力しているところでございます。よろしく

お願いします。 

〇濱口教育長 
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よろしいですか。 

〇荒井委員 

相対的な人数で、自然分野はどうなのかと。多いのか少ないのかと。 

〇篠原生涯学習部長       

実際、小山市の場合でも、歴史などの学芸分野は多いのですが、自然系の方の博物館、総合

博物館とか自体は相当少ないと思います。今、実は、今回も言いました、社会教育指導員がい

らっしゃるのですけれども、アドバイスということで、兵庫県の方の自然系の博物館にかなり熱

心な方がいらっしゃるということなので、そこと連携をとって仕様書にあたるものを作る際に

はアドバイスを頂いたりということを考えています。来年度また自然系学芸員は募集をという

ところで考えているので、そういったときにもやはり、環境省とかにお声掛けするとそういう

方もいるということで、なるべく小山だけですと難しいのですが、全国的なところからお声掛

け広げて優秀な自然系の学芸員さんを取り入れようと考えていますので、よろしくお願いしま

す。 

〇荒井委員 

せっかくね、新しい分野ですので、確保できるといいですね。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。ほかにいかかですか。 

〇岩井委員 

ちょっと 1点だけ。 

〇濱口教育長 

はい。岩井委員。 

〇岩井委員 

１ページの寄付のところで、下から２番目のですね、網戸小学校に対して現金を有志の方が

寄付してくれたということだと思うのですが、３月中に寄付したものかどうかわかりませんが、

３月入って４月乙女小学校の統合というところの中で、網戸小学校に対する寄付は今後どのよ

うな使い道、誰がこのお金を管理するのかわかれば。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。こちらは報告が３月にあったため、今回定例教育委員会にあげさせ

ていただいたのですが、寄付自体は８月ごろに頂いているものでして、閉校に合わせて学校の

方で有効活用していただいているということで報告を受けています。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。 

〇高橋委員 

３０ページの生涯学習文化課の障がい者の生涯学習推進ついての意見書なのですが、いろ

いろな会議を行っていただいて市民の皆様の理解を深める活動していて素晴らしいと思った

のですが、実際この意見書を受けて、課の方では何か企画とか政策とかがあるのかどうか。例
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えば４９ページにワークショップで企画シートを作成していただいておりますけれど、こういっ

たような企画ができたり、予定があるのか伺いたいです。 

〇望月生涯文化課長 

はい。実際に、３月にいただいたばかりですのでそちらについてはこれから検討させていた

だきます。 

〇高橋委員 

ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。 

〇奥中委員 

今の障がい者の活動のことなのですが、私の地元では桜まつりを毎年やっていますが、そこ

で昨年は特別支援の子どもたちに来ていただいて、合奏をやってもらいました。結構本人たち

もうれしく踊りだしたり、結構人気があって、今年は３月３０日にやったのですが、桑中の生徒

に来てもらってコーラスをやってもらいました。やはり、地域でいろいろな垣根を越えて同じ

生きていく一員としてやっていく行事が自然に受け入れられるような行事があれば非常にい

いのではないかと思います。そういうことも含めてぜひいろいろな機会にこういう企画を地域

に働きかけていただいて、みんなが楽しく生きられるようなそういう取り組みをしていってほ

しいと思います。それが要望です。それから、子ども司書の関係で、申し込みがどのくらいか期

間締め切りがまだと思いますが、年々これは増えていっているのですか。試みとしては本を大

事にする企画で大変良いと思うが、子どもたちの状況がどうなのかと思ってわかる範囲で教

えてください。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇江藤中央図書館長 

これまで子ども司書につきましては、１５期までに２２８名の子ども司書が誕生しております。

募集状況なのですが、現在８名ほど申し込みがあったということで、定員１６人なので、毎年定

員の枠内には収まる感じで受講していただいている状態です。 

〇奥中委員 

定員を超える申し込みはあまりないのですか。 

〇江藤中央図書館長 

最初のころは何回かあったと思うのですが、ここ数年は定員の中に落ち着くくらいに推移し

ている状況です。 

〇奥中委員 

子供に本を読ませる工夫はしてほしくて、これは大事だと思います。ぜひ希望者が多くなる

ような工夫をしていただければと思います。 

〇江藤中央図書館長 
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もし、委員の皆様の周りにもそういった子どもがいましたらぜひご紹介をお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。はい、大橋委員。 

〇大橋委員 

司書の関係の話なのですが、とてもいい企画だと思うのですが、対象のところがいつも疑問

に思ってしまいまして、小学校及び義務教育学校５・６年生に限るという形で、内容の方も、例

えば４年生とかは全然難しい、もしくは中学生にはそこは求めないみたいな、そのような感じ

なのでしょうか。もっと増えていくといいかなという風には思うのですが、６年生で受けた司

書の子は、そのままいろいろ活動していくと中学になりますよね。なので、ちょっと対象の拡大

を。この対象も多分設定した理由はあるのだろうと思うのですが、すいません、よろしくお願い

します。 

〇江藤中央図書館長 

子ども司書ではおはなし会を実際にやってもらったり、本の紹介をしてもらったりするので、

対象は中学年以上なのかなということで設定しているのですが、小学校だと 低学年のうちに

図書館を見学というものがあって、一度低学年のうちに図書館に見学に来ていただいて、その

後、高学年になると子ども司書ができるよというところで、５・６年生に申し込みをしていただ

き、その後、中学生になると図書館ボランティアに応募できるので、子ども司書をやった子の

中で引き続き図書館ボランティアに応募してくださる方もいます。こちらの意図としましては、

中学校になると図書館ボランティアで図書の整理とか修理とかそういったことをできますよと

いうことでつなげていっているというか。それがさらに中学、高校とつながるといいなと思っ

ているところです。 

〇大橋委員 

ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、報告事項につきましては以上で全て承認という形でよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それではですねまた気が付いたことがあれば お話を頂ければと思います。一応報告事項が

終わったところですが、１時間以上経ちましたので、１０分くらい休憩を取りたいと思います。

ご苦労様でした。 

～休憩後～ 

〇濱口教育長 
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それでは再開させていただきます。次は審議事項ということで、１つ１つ委員の皆様の了解

を取っていく議案となっています。それでは議案第２号からいきます。こども政策課お願いし

ます。 

〇田中こども政策課長 

はい。資料の方は９１ページをご覧ください。こども政策課より提案いたしました議案第２号、

建設工事請負契約の締結についてご説明いたします。旧小山市立豊田南小学校の解体工事に

つきまして、９２ページからになります。２の趣旨及び理由に記載がございますように、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決

を求めるため、提出するものです。３の内容をご覧ください。解体工事につきましては一般競

争入札により契約する業者を決定いたします。なお、契約の金額及び相手方につきましては、

５月中下旬に決定を予定しておりまして、６月の議会の方に提出する予定となっております。

続きまして、９３ページの工事概要書をご覧ください。解体工事の工期といたしましては令和７

年度・８年度の２か年を予定しており、校舎等の建物を解体し更地にする工事内容となってお

ります。９４ページにつきましては、旧豊田南小学校の校舎等の地図を参考に添付しています。

説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。説明が終わりました。この議案第２号につきまして、質疑ご意見等ありましたらお願い

します。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは議案第２号は原案通り了解を頂いたということで。議案第２号につきましては、原

案通り決定いたします。それでは次は議案第３号です。同じくこども政策課お願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい。資料の方は９５ページからとなります。議案第３号は、学校運営協議会委員の任命につ

いてご説明いたします。９６ページをお開き頂きまして、９６ページの２の趣旨の方に、学校運

営協議会規則に基づき、委員の任命を行うものでございます。３の任命期間は、任命の日から

令和８年３月３１日までとなります。４の任命者は、別紙で添付してございます、委員の推薦書

のとおりとなっておりますので、ご承認くださいますようお願い致します。なお、別紙の委員推

薦書の方で、色がついている推薦者の方につきましては、今年度が１期目となる方となってお

ります。また、本日は別紙の一番頭にありますように、小中義務教育学校全３４校のうち、小学

校２０校、中学校８校、義務教育学校１校の計２９校分をお預かりしています。残りの５校につき

ましては、次回以降の定例教育委員会の方で、改めてお諮りする予定でございます。説明は以

上となります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 
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はい。それではただいま説明のありました議案第３号につきまして、質疑・ご意見等ありまし

たらお願いします。 

〇岩井委員 

今回の趣旨である委員任命については異議がないのですが、前回運営について前回・前々

回もお話ししたことがあるのですが、美田中学区の学校運営協議会、寒川小、中小、穂積小学

校の、美田中も含めて、年に１回や２回合同で集まる会議のような形を設けるのはどうでしょ

うかということで。先週校長会で中小・寒川小・穂積小・美田中の校長先生に私の方から同じよ

うな話をしましたら、ぜひということで話もありました。今回子供の居場所づくりというところ

で、中小学校で放課後児童教室がスタート、ところが寒川小の保護者の人たちはどこの教室で

どんな風にやるかというようなことも全然見に行けるということがあまりありませんので、こ

ういった会議等をきっかけとして、ここで子供の居場所づくりをやるのだなとか、あとは穂積

小学校の校舎はこんなもんだというとこがあったり、議題の１つの中の小中一貫校の今後の在

り方ありかたというところも３つの地域でこの学校運営協議会という良い委員会があるので、

そんな機会の中で設けたらどうでしょうかということで。規約上問題がなければお願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい。今のご意見でお伺いいたしました３校につきましては、この後そのような形がとれる

かどうか検討させていただきたいと思います。居場所についての説明につきましては今週の

土曜日から、寒川小学校の保護者の方と改めて内容についてのご説明の時間をとることを考

えています。順次、そういった説明を行っていきたいと思います。 

〇岩井委員 

規約の中で傍聴等も差し支えないということなので、せっかくの機会ですから有効に活用し

ていただきたいと思います。 

〇濱口教育長 

はい。ではただ今の件に関しては、係の方でもう少し検討して具体化していくということで

お願いしたいと思います。ほかにいかがでしょうか。では議案第３号は若干考慮するべき点も

ありましたが、原案通り基本的にはよろしいというところでいいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

ありがとうございます。では、議案３第号につきましては、原案通り決定いたします。 

続きまして、議案第４号、こども教育課です。よろしくお願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。よろしくお願いします。資料は１０２ページからとなります。第４号、小山市特別の支援

を要する幼児教育相談員の委嘱についてでございます。資料は１０３ページからですが、委嘱

をする人につきましては１０４ページに名簿がございますので、ご覧いただければと思います。

今年度は昨年度からの継続となる委員の方がほとんどということで、主な業務につきまして
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は１０６ページの付議議案資料にあります通り、市内幼稚園及び認定こども園１６園に対し特別

の支援を要する幼児就園措置助成金を交付するため、幼児が通う施設を相談員が訪問し、心

身の発達状態、健康事態について判別を行うということが主な業務となっております。よろし

くお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。議案第４号について、今説明がありましたけれども、質疑・ご意見等がありましたらお

願いします。 

〇大橋委員 

１０４ページのこちらの名簿については特に意見がないのですが、設置要綱の３条をみます

と、１０人以内とありますよね。それで今この５名の方が、４期・５期・７期が３名と、年齢として

も少し上がっていっていますけど、推薦の段階でなかなか難しいのですかね。もう少し若い方

でないといっせいにいなくなってしまうと現場は大変だなと思うのですけれども。 

〇佐山こども教育課長 

ただいまのご意見につきましてはお答えさせていただきます。特別支援教育であったり、発

達の子どもの専門家、そういう見立てをできる方というところで元保育園の所長さんであっ

たり元教諭と書いてある方については管理職であったり、特別支援学級の担任だったりとい

う方々の経験を基にしたというとこで、ご退職した後さらに見地を活かして頂きたいというた

めお声がけさせていただいています。ですので確かに、人数がたくさんいればさらに手厚くと

いうこともできますので、今後人選等につきましては検討させていただきながら進めていきた

いと思います。 

〇大橋委員 

ありがとうございます。住まいが小山市に限るという条件はどうなのかと。市内で見つから

ないと市外であったり、なかには県外であったりするのですけど。 

〇佐山こども教育課長 

そこのところ要綱には書かれていないところですので、後ほど確認しながら書き換えさえて

いただきたいと思います。 

〇大橋委員 

結構人材いると思います。 

〇佐山こども教育課長 

また、その辺りはご指導の程よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかかですか。それでは今大橋委員のご意見等も検討させていただくという条

件付きなのですが、この議案第４号に関しましては原案通りでよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 
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はい。それでは基本的には原案通りということでお願いします。では、議案第４号につきまし

ては、原案通り決定いたします。 

議案第５号お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

続きまして、同じくこども教育課の方から、小山市部活動指導員の配置についてご報告させ

ていただきます。専門性を踏まえた指導、また教職員の負担軽減ということで、委嘱は令和７

年４月１日から令和８年３月３１日となっております。今年は１１名共に継続ということで、配置

の方を考えていきたいと思いますのでご審議のほどよろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。議案第５号につきまして説明がありましたが、質疑・ご意見等がありましたらお願いし

ます。 

〇岩井委員 

はい。部活動の地域移行みたいなことを含めて部活動指導員の活躍は大きいものがあるか

と思うのですが、実際のところ、市でも募集しているけどなかなか見つからないというか、そ

ういう実態はどのような感じなのでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

部活動指導員の配置につきましては、予算の方が国と県と市で３分の１ずつということで、

まず１１人分という予算を立てさせていただきながら対応している事業でございまして、今年

は１１人配置ができているというところであります。今後につきましては予算がどのようになっ

ていくかというのも合わせながら、募集の方を考えていきたいと思います。 

〇岩井委員 

以前どこかで話し合ったと思いますが、今回定年退職でやめられた先生ですとか、そういっ

た方も人材バンクにいれてぜひぜひ登録していければと思います。 

〇濱口教育長 

はい。今の部活動指導員のことなのですけれども、地域移行に関して改めて部活動指導員

の存在が見直されているのですね。というのは、土日も可能なのですよね。以前からやってい

た方が土日もしてくれるし、引率もしてくれるし、学校の先生と顔なじみでもあるので信頼関

係ができているというところで、新たな全然知らない方を指導員としてお願いすると１から学

校はこういう仕組みでとか説明しないといけないのですが、部活動指導員だとスムーズな移

行ができるというところで、他市町でも見直しが起きているというのが今の段階です。人材バ

ンクもある市町はどんどんやっていて、文化部までもほぼ終わりそうなところもあるのですけ

れども、全国の会議とかで話を聞いていますと、ほとんどの市町がどうしようかと頭を抱えて

いる状況です。人材バンクがそんな簡単にいない地域が多いのですよね。これが今後の大きな

課題だと思っています。小山市では令和７年度中に１１校すべて土日の部活動各学校最低１つ

は地域移行、地域展開をするということはクリアできそうですね。係の方が言っておりましたし、

現実そういうことで準備しておりますので。はい。それではほかにいかかですか。今の部活指
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導に関してはよろしいでしょうか。それでは議案第５号に関しては、この方たちにお願いすると

いうことでよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

議案第５号原案通りということでお願いします。では、議案第５号につきましては、原案通り

決定いたします。 

それでは青少年支援課いきます。議案第６号です。 

〇井口青少年支援課長 

はい。青少年支援課からは２点審議をお願いしています。まず１つめ第６号ですが、資料１１３

ページ小山市いじめ問題専門委員会委員の委嘱についてです。委嘱の期間が、令和７年４月１

日から令和９年３月３１日までの２年間、人数は５人以内としております。１１４ページには、委員

の案が示されています。選出区分ですが、県弁護士会、小山地区医師会、白鷗大学、県公認心

理士協会、小山地区退職校長会から選出していただいております。一番右側の方には備考とし

まして、何期目という欄に記載されております。新規の方は２名入られたという状況です。よろ

しくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。それではいじめ問題の専門委員化についてということでの議案第６号の説明が終わ

りましたが質疑・ご意見等がありましたらお願いします。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは議案第６号については原案通りということでお願いします。議案第６号につきまし

ては、原案通り決定いたします。 

続きまして、議案第７号です。同じく青少年支援課お願いします。 

〇井口青少年支援課長 

はい。よろしくお願いします。資料は１２１ページとなります。小山市教育支援委員会委員・調

査員の委嘱についてとあります。委嘱期間ですが、委員は令和６年４月１日から２年間、調査員

の方は令和７年４月１日から１年間となっております。委員は１５人と示されております。名簿の

方を別資料で載せさせていただきました。１番から１５番まで示されておりますが、４名の方が

新任となっております。裏面の方には、調査員の方が記されております。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第７号について説明がありましたが、質疑・ご意見等がありましたらお願

いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 



27 

 

〇濱口教育長 

それでは議案第７号、原案通りということでお願いします。議案第７号につきましては、原案

通り決定いたします。 

続きまして、議案第８号へ入ります。学校支援課お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

議案第８、９、１０号の議案ですが、いずれも小中学校の建設工事の請負契約の締結について

でして同じような内容なので合わせて説明させていただきたいと思います。こちらの契約は

予定価格が１億５０００万円以上のもので議会の議決に付すべき契約の条例の規定によりまし

て、議会の議決を求めるため審議をお願いするものでございます。令和２年度に学校施設の雨

漏り箇所の調査を行いました結果、７７箇所の雨漏り箇所が確認されました。令和３年度より

恒常的に雨漏りが発生している学校を優先的に大規模な改修工事を実施しておりまして、今

年度の大規模工事がこの３件でございます。今までは主に屋上改修を実施しまして、外壁改修

も面積が今回ほど大きくはなく、１億５０００万円を超えるものではありませんでしたが、今回

は議決を求める予定額となっております。 

まず議案第８号乙女小学校校舎外壁改修工事でございます。１２６ページをご覧ください。

工期は令和８年１月１６日完成予定です。地上３階建て、延床面積６１０４㎡、配置図は１２７ペー

ジの通りです。 

続きまして、議案第９号大谷北小学校校舎屋上・外壁改修工事でございます。１３０ページを

ご覧ください。工期は令和８年２月２７日完成予定で、地上４階建て、延床面積６６８２㎡で、配

置図は１３１ページにございます。 

続きまして、議案第１０号桑中学校校舎南棟屋上・外壁改修工事でございます。１３４ページ

をご覧ください。工期は令和８年２月２７日完成予定、地上３階建て、延床面積３６１８．７３㎡の

ほか、技術教室棟と剣道場も併せての改修工事で配置図は１３５ページのとおりです。なお、各

請負額、請負業者につきましては、５月中旬ごろに決定する予定となっておりまして、６月議会

では決定額等を記載して審議をお願いすることとなります。また、校舎の外壁工事につきまし

ては、設計時に地上から目視できる劣化部分を改修箇所として工事費に含んでおりますが、足

場を組まないと確認できない高所の劣化部分は工事費には含まれておりません。工事請負業

者が契約後に足場を組みまして、劣化状況を確認したのちに、最終的な改修箇所を決定するこ

ととなるため改修箇所の増加が見込まれています。改修箇所の増加に伴いまして、請負額の変

更も見込まれますので、それにつきましては工事終期の令和７年１２月議会等で契約変更の議

案を上程することになると思いますのでお願いします。これまで改修工事を実施してきた結果、

令和２年度の調査で７７箇所ありました雨漏りの箇所が令和６年度末には２３箇所に減少して

おりますが、毎年新たな箇所が発生している状況です。当初は３か年で工事完了を見込んでお

りましたが、８年度以降も工事を予定しておりまして、間々田小、三中、小山中、桑中、絹義務教

育学校西校舎の工事を予定しております。説明は以上でございます。ご審議をお願いします。 

〇濱口教育長 
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はい。それでは第８号、９号、１０号についてまとめて説明がありましたが、委員の皆様から質

疑・ご意見等がありましたらお願いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは第１０号まで原案通りということでお願いします。議案第８号、９号、１０号につきま

しては、原案通り決定いたします。 

最後の議案になります。議案第１１号生涯学習文化課お願いします。 

〇望月生涯文化課長 

はい。議案第１１号です。よろしくお願いします。１３６ページになります。小山市公民館運営

審議会委員の委嘱についてでございます。次の１３７ページをお願いします。社会教育法、小山

市公民館条例、同条例施行規則により委嘱するものです。委嘱期間は令和７年４月１日から令

和９年３月３１日の２年間でございます。4 番委嘱者の氏名・役職は１３８ページです。再任の方

が５名、そして新任の方が７名でございまして、７名のうち公民館利用者の代表者の方が５名、

社会教育指導員の方が２名となってございます。説明以上でございますが、なにとぞご承認の

ほどよろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。では議案第１１号について説明がありましたが、質疑・ご意見等がありましたらお願い

します。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、議案第１１号につきましては原案通りということでお願いします。 

議案第１１号につきましては、原案通り決定いたします。 

以上、報告事項・審議事項すべて終わりましたが、委員の皆様からどんなことでもよいので

何かありましたらよろしくお願いします。よろしいですか。では、事務局の方にお戻しします。 

〇前田教育総務係長 

はい。事務局から次回の日程のご連絡となります。日時の方が令和７年５月２２日木曜日、時

間は午後２時から開始の予定でございます。場所につきましては本庁舎５階教育委員会室を

予定しておりますので、本日と同じ場所での予定となります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。どうぞよろしくお願いします。特に委員の皆様からなければ以上で４月の定例教育委

員会を閉じたいと思いますがいかがでしょうか。はい。それでは大変ご苦労様でした。以上で、

定例教育委員会を閉じたいと思います 

 

                     閉会 午後  4時  ４５分                 


